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第4回策定委員会の様子�

　
1
月
30
日
、
第
4
回
対
馬
市
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
詳
細
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員
会
が
対
馬
市
役
所
で
開

か
れ
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
に

代
わ
り
対
馬
の
地
域
特
性
を
活
か

し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
計
画

に
つ
い
て
定
め
た
対
馬
市
地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
詳
細
ビ
ジ
ョ
ン
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
対
馬
で
の
自
給

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
立
、
地
球
環

境
の
保
全
、
地
場
産
業
の
振
興
と

地
域
活
性
化
を
目
ざ
す
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
を
目
的
に
、
広
く
市
民
や
有

識
者
の
意
見
を
聴
く
た
め
平
成
19

年
6
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
主
に
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
熱
利
用
と
廃
食
用
油
の

Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
）
化
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
か

か
げ
、
事
業
化
に
向
け
た
調
査
・

検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

�

■
検
討
さ
れ
た
内
容
と
結
果�

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
」

に
つ
い
て
は
、
製
材
所
な
ど
で
発

生
す
る
残
材
を
チ
ッ
プ
化
し
、
主

に
公
共
温
浴
施
設
等
の
ボ
イ
ラ
ー

用
燃
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

検
討
。
事
業
化
に
向
け
た
原
料
調

達
方
法
や
、
コ
ス
ト
な
ど
に
つ
い

て
調
査
・
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
、
燃
料
費
の
削
減
等
の
効
果

が
見
込
ま
れ
、
投
資
効
果
の
高
い

事
業
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
「
廃
食
用
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ

化
」
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
事
業

所
か
ら
の
油
回
収
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
の
検
討
や
、
軽
油
な

ど
の
代
替
燃
料
に
つ
い
て
の
可
能

性
、
経
済
性
な
ど
事
業
化
に
向
け

た
具
体
的
な
調
査
を
行
い
、
廃
食

用
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
に
向
け
て
の
方

向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
対
馬
市
で
は
、
こ
の
詳
細

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
、
「
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
」
と
「
廃
食

用
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
」
の
推
進
と
事

業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
策
定
さ
れ
た
「
対
馬
市

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
詳
細
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
、
対
馬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
、
市
役
所
政
策
企
画
課
、

各
支
所
地
域
振
興
課
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

対
馬
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
詳
細
ビ
ジ
ョ
ン
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

→
湯
多
里
ラ
ン
ド
つ
し
ま
で
使
用
さ

れ
て
い
る
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー�

地
元
製
材
端
材
等
を
利
用
し
た
チ
ッ

プ
を
燃
料
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　二酸化炭素の家庭からの排出量抑制を訴える長崎
県地球温暖化防止キャラバン隊が、1月28日対馬市
を訪れ、地球温暖化防止対策への協力を呼びかける
「県知事メッセージ」を届けました。
　関係者が見守る中、市役所玄関で行われたセレモ
ニーでは、山崎直樹団長（長崎県環境政策課長）が
知事メッセージを読み上げた後、キャラバン隊のメ
ンバーは対馬市交流センターへ場所を移し、通りす
がりの買い物客らに啓発チラシ等を配布して家庭で
の節約、節電を訴えました。

　
2
月
3
日
、
め
で
た
く
99
歳
を

迎
え
ら
れ
た
豊
玉
町
佐
保
の
阿
比

留
二
三
枝
さ
ん
に
、
市
長
か
ら
敬

老
祝
い
金
を
添
え
て
褒
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
二
三
枝
さ
ん
は
現
在
、

長
男
家
族
の
隣
で
自
炊
し
て
暮
ら

す
な
ど
と
て
も
元
気
で
、
医
者
に

行
っ
て
も
「
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ

が
無
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
健
康

と
の
こ
と
。
長
生
き
の
秘
訣
は
、

「
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
特
に
な

く
、
普
通
に
生
活
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
趣
味
は
手

芸
で
、
子
ど
も
７
人
、
孫
17
人
、

ひ
孫
20
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

白
寿
（
99
歳
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

　
　
　
　
阿
比
留
　
二
三
枝
さ
ん
（
豊
玉
町
佐
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
42
年
2
月
3
日
生
ま
れ�

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁�

��

　
対
策
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け�

知事メッセージを朗読する山崎団長�

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
確
立�

地

球

環

境

保

全
　
　
を
目
指
し
て�

地

場

産

業

振

興
　�｝



　
対
馬
市
消
防
本
部
主
催
の
第
20

回
消
防
職
員
意
見
発
表
会
が
2
月

26
日
に
開
か
れ
、
市
内
の
消
防
署

に
勤
務
す
る
6
名
の
若
手
消
防
職

員
が
、
日
ご
ろ
の
業
務
を
通
し
て

感
じ
た
課
題
や
問
題
、
今
後
の
改

善
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
実
力
伯
仲
の
素
晴
ら
し
い
発
表

が
続
く
中
、
最
優
秀
賞
に
は
上
対

馬
出
張
所
勤
務
の
宮
原
孝
之
さ
ん

（
25
）
の
「
外
国
人
傷
病
者
と
向

き
合
っ
て
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
発
表
の
中
で
宮
原
さ
ん
は
、
今

年
の
元
旦
に
発
生
し
た
外
国
籍
旅

客
船
の
航
行
不
能
に
よ
る
緊
急
入

港
に
救
急
出
動
し
た
際
、
傷
病
者

と
の
間
に
「
言
葉
の
壁
」
を
痛
感

し
た
体
験
を
通
し
て
、
言
葉
が
通

じ
な
く
て
も
よ
り
迅
速
な
対
応
が

行
え
る
よ
う
に
、
名
前
や
持
病
等

を
ロ
ー
マ
字
で
記
し
た
「
も
し
も

の
時
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
考

案
し
、
入
国
す
る
前
の
旅
行
者
に

記
入
し
て
も
ら
い
常
に
携
帯
し
て

も
ら
う
こ
と
を
提
案
。
こ
の
リ
ス

ト
が
命
を
繋
ぐ
手
助
け
に
な
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

　
宮
原
さ
ん
は
、
4
月
4
日
に
諫

早
で
開
か
れ
る
第
31
回
長
崎
県
下

消
防
職
員
意
見
発
表
会
に
、
対
馬

市
消
防
本
部
代
表
と
し
て
参
加
し

ま
す
。

　
ま
た
、
優
秀
賞
に
は
豊
玉
出
張

所
の
梅
野
聡
志
さ
ん
（
22
）の「
住

宅
用
火
災
警
報
器
設
置
を
願
う
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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2
月
13
日
、
県
立
豊
玉
高
校
3

年
生
27
名
が
卒
業
記
念
と
し
て
美

津
島
町
の
あ
そ
う
ベ
イ
パ
ー
ク
の

山
林
に
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
の
苗
木

5
0
0
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
同
地
で
「
日
本
一
の
ゲ
ン
カ
イ

ツ
ツ
ジ
の
森
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
花
の
対
馬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

植
樹
作
業
に
協
力
し
た
も
の
で
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
仲
間
と
協
力
し

て
土
を
掘
っ
た
後
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
員
が
自
宅
で
約
2
年
間
育
て

た
と
い
う
20
cm
程
の
苗
木
を
植
え
、

周
り
の
土
を
踏
み
固
め
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
対
馬
を
離
れ
、
福
岡

で
働
き
な
が
ら
専
門
学
校
へ
通
う

予
定
と
い
う
峰
町
吉
田
の
中
村
美

和
子
さ
ん
（
18
）
は
「
大
き
く
育

っ
て
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
ほ

し
い
と
願
い
な
が
ら
植
え
ま
し
た
。

帰
省
し
た
時
は
ぜ
ひ
成
長
を
見
に

来
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

�　
５
年
間
で
２
万
本
を
植
樹
し
た

　
「
花
の
対
馬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
�

　
花
の
対
馬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
長

渡
稔
治
代
表
‥
会
員
34
名
）
は
、

近
年
著
し
く
減
少
し
て
い
る
ゲ
ン

カ
イ
ツ
ツ
ジ
の
保
護
・
増
殖
と
、

花
の
名
所
づ
く
り
を
目
的
に
同
公

園
内
の
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
に

2
万
本
の
苗
の
植
え
付
け
を
目
指

し
て
、
平
成
16
年
か
ら
植
樹
を
続

け
て
い
ま
す
。
5
年
目
を
迎
え
た

今
年
は
2
月
13
日
、
16
日
、
17
日

の
3
日
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
約
３
０
０
０
本
を
植
樹
。

２
万
本
の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

17
日
の
作
業
に
は
、

知
中
学
校

3
年
生
15
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
長
渡
代
表
は
「
今
後
は
会
員
の

自
然
観
察
能
力
を
高
め
、
ヒ
ト
ツ

バ
タ
ゴ
な
ど
の
開
花
情
報
を
発
信

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

知中学校の生徒�

記念植樹する豊玉高校の生徒�

豊
玉
高
校
と

知
中
の
生
徒
�

「
花
の
対
馬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
協
力
し
�

　
　
　
　
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
を
記
念
植
樹
�

発表者の皆さん�

意見発表を行う宮原孝之さん�

対
馬
の
若
い
消
防
士
が
意
見
発
表
第
20
回
消
防
職
員
意
見
発
表
会

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
に
宮
原
孝
之
さ
ん
（
上
対
馬
出
張
所
）
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大
会
出
場
者
は
各
町
の
予
選
会

を
通
過
し
た
生
徒
た
ち
と
あ
っ
て

内
容
の
素
晴
ら
し
さ
に
加
え
、
声

も
大
き
く
発
表
態
度
も
堂
々
と
し

て
い
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た

2
1
0
名
の
聴
衆
は
、
将
来
の
社

会
を
担
う
若
者
の
意
見
を
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
を
獲

得
し
た
の
は
仁
田
中
学
校
1
年
の

糸
瀬
み
さ
き
さ
ん
。
「
絶
す
こ
と

な
く
」
と
い
う
題
で
、
地
元
瀬
田

地
区
に
伝
わ
る
「
あ
や
き
り
」
の

文
化
祭
で
の
発
表
を
き
っ
か
け
に

感
じ
た
伝
統
芸
能
の
大
切
さ
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
糸
瀬
さ
ん
は
「
対
馬
に
は
数
多

く
の
伝
統
芸
能
が
あ
る
が
、
そ
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
く
の
は
対

馬
に
生
ま
れ
、
そ
の
伝
統
の
中
で

育
っ
て
き
た
私
た
ち
以
外
に
は
な

い
。
踊
り
の
振
り
付
け
や
機
敏
さ

だ
け
で
な
く
、
人
々
の
想
い
も
絶

や
す
こ
と
な
く
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
あ

る
」
と
聴
衆
に
力
強
く
語
り
か
け

ま
し
た
。

　
糸
瀬
さ
ん
は
、
今
年
夏
に
実
施

さ
れ
る
少
年
の
主
張
長
崎
県
大
会

に
対
馬
市
代
表
と
し
て
参
加
し
ま

す
。
「
今
日
の
出
来
は
75
点
、
緊

張
し
て
少
し
早
口
に
な
り
ま
し
た
。

県
大
会
で
は
、
内
容
を
よ
く
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
話
し
た

い
で
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
主
な
大
会
結
果
　
敬
称
略�

《
優
秀
賞
》

▽
中
村
智
晴
（

知
中
2
年
）

　
『
ル
ー
ル
が
つ
な
ぐ
人
と
人
』

▽
瀧
川
桃
華
（
厳
原
中
2
年
）

　
『
自
分
ら
し
く
』

　
ま
た
、
対
馬
地
区
保
護
司
会
の

審
査
に
よ
る
平
成
20
年
度
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
長
崎
県
弁
論
大

会
の
対
馬
市
代
表
に
は
、
豊
玉
中

学
校
１
年
の
築
城
喜
英
く
ん
の

『
心
の
支
え
に
』
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
社
会
貢
献
活
動
「
一
校
一
役
運

動
」
の
一
環
で
2
月
12
日
、
県
立

対
馬
高
等
学
校
が
厳
原
小
学
校
と

連
携
し
て
厳
原
市
街
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
異
な
る
世
代
と

の
共
同
作
業
を
通
し
て
、
交
流
と

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
昨
年
に
続
い
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
活
動
に
は
高
校
1
、
2
年
生
４

５
８
名
と
小
学
4
年
生
以
上
の
児

童
1
8
7
名
が
参
加
。
高
校
生
と

小
学
生
が
約
20
名
ず
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
万
松
院
な
ど
の
観

光
地
や
市
街
地
な
ど
割
当
て
ら
れ

た
担
当
箇
所
で
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
や
、
茂
み
の
中
に
隠
れ
た
ご
み

な
ど
を
協
力
し
て
拾
い
集
め
ま
し

た
。

　
最
初
は
体
の
大
き
い
高
校
生
に

緊
張
し
て
い
た
小
学
生
で
し
た
が
、

「
あ
ぶ
な
い
け
気
を
つ
け
ん
ね
」

な
ど
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る

高
校
生
に
安
心
し
た
様
子
で
楽
し

そ
う
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
あ
ち
こ
ち

動
い
て
は
精
力
的
に
ゴ
ミ
を
拾
う

小
学
生
を
見
て
高
校
生
は
「
小
学

生
は
よ
く
働
く
な
あ
」
と
、
と
て

も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
中
学
生
12
名
が
、
学
校
や
家
庭
生
活
の
中
で
感
じ
た
様
々

な
意
見
を
発
表
す
る
第
7
回
対
馬
少
年
の
主
張
大
会
（
対
馬
市
青
少

年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
・
対
馬
市
教
育
委
員
会
主
催
）
が
2
月
17

日
、
豊
玉
町
仁
位
の
対
馬
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発表した12名の生徒の皆さん�

発表する糸瀬みさきさん�

中
央
の
糸
瀬
み
さ
き
さ
ん
の
両
隣
が

優
秀
賞
の
中
村
智
晴
く
ん
と
瀧
川
桃

華
さ
ん�

対
高
生
と
厳
原
小
児
童
　
仲
良
く
共
同
で
清
掃
活
動�

　
　
　
　
　
小
高
連
携
地
域
清
掃
活
動�

八幡宮神社で清掃する高校生と小学生�

第
7
回

対
馬
少
年
の
主
張
大
会

糸
瀬
み
さ
き
さ
ん（
仁
田
中
1
年
）
が
最
優
秀
賞



　
第
29
回
厳
原
町
少
年
の
主
張
大

会
が
、
1
月
27
日
対
馬
市
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
小
学
生
の
部

に
町
内
の
9
校
（
分
校
含
む
）
か

ら
11
名
、
中
学
生
の
部
に
4
校
か

ら
8
名
が
参
加
。
約
3
0
0
人
の

観
客
を
前
に
、
堂
々
と
し
た
態
度

で
学
校
や
家
庭
で
の
体
験
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
、
将
来
の
夢
な
ど

を
元
気
よ
く
発
表
し
ま
し
た
。

　「
一
つ
の
大
切
な
命
」と
題
し
て

発
表
し
た
厳
原
北
小
学
校
6
年
の

横
松
壮
志
朗
く
ん
は
、
天
か
ら
も

ら
っ
た
大
切
な
命
が
殺
人
事
件
な

ど
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
差

別
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

に
つ
い
て
発
表
し
、
「
み
ん
な
で

支
え
合
う
こ
と
が
世
の
中
に
は
必

要
だ
と
思
う
。
僕
は
い
じ
め
や
差

別
を
せ
ず
仲
間
を
増
や
し
、
た
っ

た
一
つ
の
自
分
の
命
も
、
他
人
の

命
も
大
切
に
し
て
い
く
」
と
発
表

し
ま
し
た
。

　
1
月
27
日
、
恒
例
の
あ
そ
う
ベ

イ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
美
津
島

町
体
育
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ

市
内
の
小
・
中
学
生
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
愛
好
者
な
ど
3
1
2
名
が
参
加

し
、
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

知
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
浅
茅
湾
沿
い

に
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

家
族
で
参
加
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
か
ら
一
般
男
子
の
部
ま
で
、
10

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
レ
ー
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
沿
道

の
声
援
を
受
け
、
力
強
く
走
っ
て

い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
1.0
㎞
）

①
山
瀬
さ
お
り
・
未
来
②
手
束
修

二
・
一
翔
③
中
島
美
香
・
智
佳
・

由
佳

■
小
学
４
年
生
▽
男
子
（
1.5
㎞
）

①
松
村
慶
太
②
佐
護
賢
也
③
岩
見

優
衝
▽
女
子
（
1.0
㎞
）
①
原
田
莉

帆
②
田
口
沙
羅
③
佐
藤
希
紀

■
小
学
５
年
生
▽
男
子
（
2.0
㎞
）

①
井
上
雄
太
②
三
浦
健
太
③
阿
比

留
鉄
馬
▽
女
子
（
1.5
㎞
）
①
松
原

由
希
②
近
藤
秋
穂
③
中
野
祐
里

■
小
学
６
年
生
▽
男
子
（
2.0
㎞
）

①
松
村
冬
威
②
小
島
正
直
③
大
石

尚
緩
▽
女
子
（
1.5
㎞
）
①
松
島
奈

央
②
長
瀬
早
紀
③
薬
師
寺
真
奈

■
中
学
生
▽
男
子
（
3.0
㎞
）
①
日

下
部
将
志
②
阿
比
留
星
③
松
村
承

太
郎
▽
女
子
（
2.0
㎞
）
①
八
坂
瑞

翔
②
鳥
羽
架
奈
子
③
川
上
綾
香

■
一
般
男
子
（
7.5
㎞
）
①
大
森
常

正
②
柴
田
圭
介
③
藤
宏
光

　
発
表
会
に
は
市
内
各
小
・
中

学
校
や
高
校
の
教
職
員
、
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
な
ど
の
関
係

機
関
の
代
表
者
、
佐
護
地
区
の

住
民
、
保
護
者
な
ど
約
60
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
全
校
児
童
生
徒
42

名
に
よ
る
「
世
界
が
1
0
0
人

の
村
だ
っ
た
ら
」
の
力
強
い
群

読
で
始
ま
り
、
そ
の
後
小
学
校

５
・
６
年
生
の
道
徳
と
中
学
校

２
年
生
の
学
級
活
動
の
研
究
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
後
の
協
議
で
は
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
（
役
割
演
技
）

の
あ
り
方
や
、
き
っ
し
ょ
う
焼

き
な
ど
の
地
域
の
伝
統
行
事
に

つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

人
権
教
育
の
視
点
を
踏
ま
え
た

授
業
の
進
め
方
や
地
域
と
の
連

携
の
あ
り
方
が
話
題
と
な
り
ま

し
た
。

　
次
年
度
も
３
年
間
の
研
究
の

ま
と
め
と
し
て
、
研
究
発
表
会

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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厳
原
町
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主
張
大

厳
原
町
少
年
の
主
張
大
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19
名
が
意
見
発
表

名
が
意
見
発
表�

美
津
島
町
あ
そ
う
ベ
イ

美
津
島
町
あ
そ
う
ベ
イ�

　
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会�

厳
原
町
少
年
の
主
張
大
会�

　
　
19
名
が
意
見
発
表�

美
津
島
町
あ
そ
う
ベ
イ�

　
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会�

発表者のみなさん�

�

シリーズ「人権教育総合推進地域事業」の取組　その⑨

人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業�

　
　
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

全校児童生徒による群読の様子�

小学校道徳授業の様子�

１
月
24
日
（
木
）
、
佐
護
小
中
学
校
で
人
権
教
育
総
合
推
進
協

力
校
の
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�


